
 

 

 

 

 

 

 

 

２６春闘本番、地域で職場で大きく声上げ 

－物価高騰に負けない、確かな賃上げ獲得を！ 
26国民春闘総決起集会 

700 人の仲間が結集  

１月２８日、なかのゼロホール

で開催された 26 国民春闘総決起

集会には各地から 700 人の仲間

が参加しました。 

黒沢国民春闘事務局長は「自民

党政治と極右の台頭で戦争する国

づくりを加速させている。平和憲

法を結集軸に主権を労働者・国民

に取り戻そう。非正規労働者が

36.8％。スポットワーク登録者は

3200万人。生活できない最低賃金を改めさせ、全国一律 1500 円、東京は今すぐ 1700

円めざせ 2000 円を」と提起。東京春闘中村事務局長は「生活危機の突破と要求実現のた

め、軍拡と増税路線の転換と打開のためにも 26春闘勝利はきわめて重要。ストライキを構

えて国民世論にも訴えよう」と強調されました。全農協労連・東京自治労連・全労連女性部・

東京土建、地域では練馬労連も構成団体となる北部春闘共闘が団体報告や 26春闘への決意

表明を行いました。高市政権による悪政のもと円安がさらにすすみ物価高騰は続くばかりで

す。一方、2025年の実質賃金は１年を通してマイナスとなり国民の生活は一層苦しくなっ

ています。「物価高に負けない賃金引き上げを」の声を職場で地域で広げましょう。 

労働法制改悪を許すな！たたかう地域労働運動の役割とはー26 春闘学習会 

2026年も練馬では「学習を力に闘いを

広げよう」と、春闘学習会を練馬区立勤労

福祉会館共催事業として 3 回実施し 100

人を超える仲間が参加しました。 

働く者の尊厳と権利を守るために- 

2月 5日第 1回目は、城北法律事務所の

平松真二郎弁護士を講

師に、「労基法改悪への

危険な動き―『働かせ方

改革』による労働者保護

規制の破壊を許さない」

をテーマに、政府が進め

る労働時間規制緩和の

危険性を学習。労使の合意等一定の手続き

の下に、個別の企業、事業場、労働者の実態

に合わせて労働時間など法定の規準の調

整・代替（デロゲーション）を可能にし、強

行法規である労基法の骨抜きが狙われてい

る危険性を学習しました。（41人参加） 
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地域労働者そして住民との対話を土台に 

2 月 12 日、第二

回目は、東京労働者

学習協会常務理事

の江口健志さんが、

「新自由主義とた

たかう地域労働運

動の役割」と題し講

演。「失われた 30年は『自活型非正規の増

大』『低処遇周辺的正社員の増大』により家

族を形成できない賃金水準が蔓延し、格差・

貧困が拡大した。その背景は新自由主義に

ある。」総選挙の結果を受けて「高市政権に

よる新手の新自由主義施策に対し、労働組

合は経済闘争はもとより、制度・政策闘争

をはじめとする政治闘争の重要性をかかげ、

今こそ地域労連が住民との対話を通じて新

自由主義をのりこえる労働運動を展開し、

公共を取り戻す運動を広げよう」と呼びか

けました。（29人参加） 

社会を変える 26春闘に 

練馬春闘学習 3回目（主催：練馬全労協・

練馬区労協）は 2月 20日、須田光照さん

（全国一般東京東部労組書記長）を講師に

「26春闘情勢と職場からの賃金闘争」を

テーマに学習。「高市政権の『日本列島を

強く豊かに』というスローガンは裏返しと

して世界的に没落する資本主義の行き詰ま

りを示すものだ。」「今こそ①いのちと尊

厳を守るための叫びを上げる②ストライキ

で闘う③職場の団結、地域・全国の団結、

排外主義を克服し世界労働者との団結しよ

う」と東部労組のこれまでの闘いの事例を

上げながら「社会を変える春闘」を訴えま

した。（40人参加） 

学習を力に春闘のたたかいを広げよう 

国民生活の打開のために大幅な賃上げ獲

得は喫緊の課題です。学習を力に多くの仲

間が参加する 26春闘をつくりましょう。

区民の声が活きる区政に―練馬区長選 4月 12日投票日 
区政の転換を求め、区民要求を掲げみんなで区長選にむけて声

をあげようと市民でつくる「みんなで練馬区長選 2026」プロジ

ェクトは 1 年かけて議論を重ね政策集を作成してきましたが、

その政策と理念が一致する吉田健一さんと政策協定が結びばれ

ました。練馬労連も構成団体である「革新都区政をつくるみんな

の会」も推薦決定、今、各地域で「勝手連」がつくられきめ細かな懇談会

が実施されています。労連加盟単組内でも多くの組合員に練馬区長選の意義をつたえ、

区政転換のために奮闘していきましょう。（みんなで練馬区長選挙の政策理念は下記のとおり） 
 

（1）多様性をみとめ、人権を尊重し、区民との対話をかかさない練馬区長 

（2）公共の役割を取り戻し、格差解消をめざす練馬区長 

（3）子供が自分らしく成長できる、新たな教育・保育・子育て政策を掲げる練馬区長 

（4）みどりを守り、もっとのびのび暮らしやすい練馬区に変える練馬区長 
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＜当面の主な日程＞ 
（1）地震の国に原発いらない練馬でもデモ  

3月 7日（土） 10：40～平成つつじ公園 

（２）北部春闘共闘・北部共同行動  3月 12日（木）18：30～東池袋中央公園 

（３）3・13 重税反対ねりま区民集会 3月 13日（金） 9：45～勤福・土建会館 

（４）練馬区長選挙投票日     4月 12日（日）   

（５）第 27 回世直しだいこん行進  4月 19日（日） 9：45～豊玉公園（予定） 

（６）第 97 回中央メーデー      5月 1日（金）  午後・代々木公園 


